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府
は
本
年
6
月
に
2
0
2
4
年

の
人
口
動
態
統
計（
概
数
）を
発

表
し
た
。出
生
数
は
初
め
て
70
万
人
を

下
回
る
68
万
6
0
6
1
人
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
最

高
値
で
あ
る
1
9
4
9
年
の
出
生
数

2
6
9
万
6
6
3
8
人
と
比
較
す
る

と
、4
分
の
1
に
な
っ
た
。少
子
化
の

進
展
に
よ
り
、人
口
減
少
も
加
速
化
し

て
い
る
。将
来
推
計
人
口（
令
和
5
年

中
位
推
計
）で
は
、2
0
7
0
年
に
は

8
7
0
0
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、高
齢
者
人
口
は
増
加
し
続

け
て
い
る
。2
0
2
4
年
10
月
現
在
の

人
口
1
億
2
3
8
0
万
人
に
対
し
、

65
歳
以
上
人
口
3
6
2
4
万
人
が
占

め
る
割
合
は
29
％
に
達
し
て
い
る
。

2
0
7
0
年
に
は
39
％
に
達
す
る
と

見
込
ま
れ
る
。

　

団
塊
の
世
代
が
全
員
後
期
高
齢
者
と

な
る
2
0
2
5
年
問
題
や
高
齢
者
の

人
口
が
最
大
と
な
る
2
0
4
0
年
問

題
が
高
齢
者
の
人
口
問
題
と
い
わ
れ

る
中
、よ
り
本
質
的
な
課
題
は
高
齢
者

と
現
役
世
代
の
比
率
と
い
う
人
口
構
造

で
あ
る
。平
成
時
代
の
1
9
9
0
年
に

は
1
人
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
15

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
現
役
世
代
5
・
8

人
で
支
え
る
騎
馬
戦
型
だ
っ
た
が
、令

和
時
代
の
2
0
2
5
年
に
は
1
人
の

高
齢
者
を
2
人
で
支
え
る
姿
に
変
わ
っ

た
。2
0
7
0
年
に
は
1
人
の
高
齢
者

を
1
・
3
人
の
現
役
で
支
え
る
肩
車
型

に
な
る
。

　

こ
う
し
た
人
口
構
造
変
動
は
、日
本

経
済
と
と
も
に
、現
役
世
代
が
高
齢
者

世
代
を
支
え
る
社
会
保
障
制
度
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
。現
在
健
康
保
険

組
合
の
保
険
料
の
約
4
割
は
高
齢
者

医
療
の
拠
出
金
に
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、

現
役
世
代
は
こ
れ
以
上
の
負
担
に
耐

え
ら
れ
な
い
。こ
う
し
た
人
口
構
造
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、医
療
保
険
制

度
の
給
付
と
負
担
の
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、容
易
で
は
な
い
が
、

少
子
化
の
流
れ
を
変
え
、支
え
手
を
増

や
す
た
め
に
、あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ

る
べ
き
で
あ
る
。少
子
化
の
要
因
と
し

て
、若
者
・
子
育
て
世
代
の
経
済
的
不

安
、仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
難
し
さ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。そ
れ
ら
に
対
応
す
べ
く
、政
府
は

児
童
手
当
の
抜
本
拡
充
、高
等
教
育
の

負
担
軽
減
、さ
ま
ざ
ま
な
共
働
き
・
共
育

て
の
推
進
施
策
な
ど
全
体
で
3
・
6
兆

円
の
子
ど
も
未
来
戦
略
を
2
0
2
3

年
12
月
に
閣
議
決
定
し
た
。財
源
は
、既

定
予
算
の
活
用
1
・
5
兆
円
、歳
出
改
革

1
・
1
兆
円
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

1
・
0
兆
円
で
あ
る
。少
子
化
対
策
に
は

国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
が
、

来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
制
度
に
つ
い
て
は
、国
の

施
策
に
協
力
す
る
保
険
者
の
事
務
負
担

に
国
は
最
大
限
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、支
え
手
を
増
や
す
観
点
か
ら

は
、少
子
化
対
策
以
外
に
も
、高
齢
者
や

女
性
の
就
労
環
境
を
整
備
し
、経
済
や

社
会
保
障
の
担
い
手
と
し
て
よ
り
活
躍

し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
。現
在
の

高
齢
者
や
女
性
の
就
労
状
況
等
は
昔

と
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、今
後

は
、社
会
の
変
化
に
応
じ
て
医
療
保
険

や
年
金
に
お
け
る
高
齢
者
の
範
囲
や
そ

の
取
り
扱
い
、年
金
の
第
3
号
被
保
険

者
制
度
や
被
扶
養
者
制
度
の
在
り
方
の

検
討
も
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
視
点
を
広
げ
れ
ば
社
会
保
障

制
度
は
保
険
料
、公
費（
税
金
）、自
己
負

担
で
成
り
立
っ
て
お
り
、少
子
高
齢
化

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、社
会
保
障
制

度
だ
け
で
な
く
、税
制
な
ど
も
含
め
た

国
民
的
議
論
も
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

政

厳しさを増す
少子高齢化への対応

視 

点


